
市民活動団体に対するアンケー ト調査概要

平成 19年 (2007年)9月

【再査概要】
本アンケー ト調査は、市民活動団体 として札幌市市民活動サポー トセンタ

ーに登録 している団体及び市内に拠点を置 く特定非営利活動法人 1,786団

体を対象に、郵送でアンケー ト用紙を送付 し、回答を返送 してもらう方法で、

平成 19年 7月 11日から8月 7日 までの間に実施 した。

本アンケー ト調査では、市民活動を実施する上で、必要としている情報や

人材などのほか、他団体との連携の状況等について調査を行なった。

【アンケー トの回収状況】
計

発送数 1,786イ牛

回答数 6431牛

回答率 36.0%

【回答団体の日性】

1 主 な活動分野 (※ 以下、表の数字は全て%)

保健、医
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学術 、文

化 、芸術
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た
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進

そ
の
他

無
回
答

①30.5 ②24.1 ③21.2 ④17日3 ⑤15.7 12.8 7.3
食
Ｕ 13.2

ａ
じ

○ 主な活動分野としては、「保健、医療、または福祉の増進」が最も多く挙げ

られてお り、次いで、「学術、文化、芸術またはスポーツの振興」、「子 ども

の健全育成」、「環境の保全」 と続いている。

① 「保健、医療、または福祉の増進」が最も多いのは、全国的傾向と同様で
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5付研入 典
，２

一一
|■人 :軒1養場1嘉

‐
無回答

① 24.9 ② 17.7 ③16.2 13日4 12.1 1587

ある。

2 事 務局スタッフ数

「3～ 4人 」が最も多く、次いで

以上」となっている。事務局スタ

おり、小規模団体が多いといえる。

「5～ 9人 」、「2人 」、「

ッフが4人 以下の団体が

① 1人 」、「10人

、 5割 を超えて

3 会 員数

10～ 29人 199午499人 】0,ヤ991A 130-149,ノミ rゃ働八 5991入以上 無回答

① 29.1 ② 21日3 ③14口3 13.1 1080 4口0 8.2

① 「10～29人」が最も多く、次いで、「100～499人」と比較的会員数の多い

団体が続き、「50～99人」、「30～49人」「1～9人 」、「500人以上」の順にな

つている。100人以上の会員を有している団体が 25%を 超えているが、全国

的なネットワーク組織で活動を行つている団体などのほか、活動の担い手で

はなくメール会員など、サービスの受給者としての会員を数多く抱えている

団体などと考えられる。

4 活 動年数活動年数

4や既年 31年以内 10常19年 120-29均 卜 3び牢隊1盤 無回答

① 33.3 ② 23.3 ③20.5 982 8日2 5日4

「4～ 9年 」が最も多く (33.3%)、次いで 「3年 以内」 (23.3%)、「10～

19年」 (20.5%)、「20～29年」 (9.2%)、「30年以上」(8.2%)の 順 となっ

ている。

9年 以内の比較的新 しい団体が 56.6%と なってお り、9年 前 (1998年)の

特定非営利活動促進法施行以降に団体が増えてきていることがわかる。

①
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【アンケー トの回答内容】

1 必 要とする情報 (0は 3つ まで)
助1成1金

|に関す

る情報

参加 し

て くれ

る市民

に関す

る情幸R

行政 と

の協働

に関す

る情報

各種活

動 の場

に関す

る情報

専門知

識を持

つ人材

に関す

る情報

団体 の

事業や

イベ ン

トに関

す る情

報

ホール

の空き

情報

団 体 同 士 が

意 見 交 換 で

き る電 子 掲

示 板 な どの

生の声

団体 の

概 要 に

関す る

情報

そ
の
他

無
回
答

①50,7 ②38日1 ③31.6 ④26.9 ⑤25日8 ⑥23.5 17.4 9日6 ａ
４

０
０

ａ
０ 2.5

① 「助成金に関する情報」が最も多かった。

① 「参加 してくれる市民に関する情報」や 「専門知識を持つ人材に関する情

報」へのニーズが高いことから、団体の活動をサポー トする人材が求められ

ているといえる。

2 活 動の場に対して期待する支援 (Oは 2つ まで)
身近な施設
への会議室

やスペース

の設置

低廉な家賃

で事務所 を

借 りられ る

制度

廉価 に利 用

で き る印刷

機、紙折 り機

等の設置

利 用 可 能

な パ ン フ

レ ッ トラ

ッ ク や 情

報 掲 示 板

の設置

利用可能な

ロッカーや

レターケー

スの設置
その他 無回答

①56日3 ②31.1 ③28.1 ④26日3 8.6 9.0 6.1

○ 「身近な施設への会議室やスペースの設置」が最も多く、団体にとって利

用のしやすい場所での打合せ、会議、会合、作業の場確保へのエーズが高い。

① 「低廉な家賃で事務所を借 りられる制度」が2番 目に多く、活動の拠点を低

廉に借 りられる制度へのエーズが高いといえる。
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3 人 材の育成

(1)団 体として受講したい講座 B研修 (0は 3つ まで)

○ 「広報 ・HP運 営、情報発信」カミ最も多い。団体のPRを 効果的に行い、

多くの市民に活動を知ってもらうことを望んでいるといえる。

① 「NPO,企 業、行政との協働の方法」が2番 目に多いことから、他団体 ・

他機関との連携に関するニーズが高いことがうかがえる。

① 「助成金申請書作成」、「会計 ・税務 ・資金運用」カミ3、 4番 目になってい

ることから、団体の運営のための実務的な講座へのニーズも高いと考えら

オ化る。

① 「継続的に活動を担つてくれる会員」、「活動に参加するボランティア」

へのニーズが高いことから、活動を直接支えてくれる人材が求められてい

る。

広報IHF

運営■情

報発信 |

INIPiO、

企業tr行

政IJIの1楊

働の1方法

助成金
1申

請
1書

作成■

会計 ・

1税務■

資金連

用

市民1活動

の理論|と

最新の実

践

組織マ

ネ ジメ

ン ト

業、ョ一一
イビ
務

起

ミ

テ

ジ

ワープ

ロ ・表

計算等
のPC関

連  ‐

コーディ

ネ ー タ
ー 、 フ ァ

シ リテ ー

ターの養

成

労
務

・
法
務

そ
の
他

無
回
答

①37口6 ②34口2 ③23日5
④

９
口
０

17.4 1485 12.1 11,4 9口2 589 6.4 9.5

(2)団 体として必要とする人材 (Oは 2つ まで)
継続的に

活動を担

ってくれ

る会員

活動に参

加するボ

ランティ

ア

団体間や

行政 との

間 をつな

ぐコーデ

イ不―タ

事 業 の 企

画 に 関 す

る 知 識 と

経 験 を持

つた人材

大型事業

やイベ ン

ト等で協

力 して く

れ る団体

や人

事業に幅
・広 く助言

を してく

れ るコン

サルタン

ト

市民活動

に関 して

幅広い教

養 を 持

ち、政策

提言でき

る人材

法律 ,会

計等の実

務に詳 し

い人材
そ
の
他

無
回
答

①61.0 ②34=5 ③16.6 11.4 10.7 10.0 887
Ｅ
０ 4口4 う

と
，
′
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4 ポ ータルサイ トでの情報公開 口発信への希望

1寮1撃彰,鶴彰】 1報□答|

① 86.7 ② 6.8 482 2.3

¨
① ポータルサイ トヘのニーズは高い。(約9

希望する場合の発信したい内容 (Oは 2つ まで)

1播1動1為答 イベント1催し物 人1材募集 その他 無回1答

① 7688 ② 58日5 ③ 29.8 3.1 2.3

① 発 信したい情報は 「活動内容」と 「イベント・催し物」カミ大部分

となっており、団体をPRし たいとの希望が高くなっている。

生
ロ
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5 他 の団体との連携状況 (Oは 1つ のみ)

連 携 を行 つ

ている

連携を希望

す るが行っ

ていなV 。ヽ

連携を行 つ‐

ていないし、‐

今後 も予定
‐
はない。

無
回
答

① 61.9 ② 21.3 ③ 14.2 2.6

① 「連携 を行 つている」が

61.9%と 最も高く、「連携を希

望する～」の 21.3%を 合わせ

て、約 8害Jの団体が連携に対

して前向きな意向を持つ。

連携を行つている団体tA)、または希望する団体(B)於

(0は いくつでも)

市

動

め

活

体

他

民

団

行政

町内会、

自 治 会

等 の 地

縁団体

企業

(商 店

街 を除

く)

商店街
そ
の
他

無
回
答

A ① 7984 ② 45日0 ④ 21.1 ③ 23.1 8.5 16.3 088

B ① 53日3 ② 3880 ③ 3588 ④ 29.2 13.9 6.6 15.3

① A、 Bと も 「他の市民活動団体」が最も高く、「行政」

が2番 目に高い。町内会との連携も比較的高い。

7 連 携の実現に向けて必要なこと く0は 1つ のみ)
各 種 団 体

同 士 を つ

な ぐ コ ー

デ ィネ ー

ト

各種団体に

関する情報

各 種 団体 が

活 動 な どを

発 表す る交

流イベ ン ト

そ
の
他

無
回
答

①
食
Ｕ

月
竹 ② 23.4 ③ 1980 581 1089

①  「各種団体同士をつなぐコーディネー ト」が 41.6%と最も高い。「各種団

体に関する情報」カミ23.4%と 2番 目に高い。
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8 自 由意見 297件

※同様の意見が複数あるなど、主な意見のみ配最

【場の支援 (会場費確保のための資金援助を含む):82件 】
・事務所スペースの確保のための支援 (他のNPOと の共同スペースでも良い)。

・会議室等の定期的、継続的予約ができるように。

・エルプラザだけでなく区の施設で印刷機があって、会議もできる場所があれ

ばとても助かる。

【人材の育成 口発掘支援 :4件 】
・ボランタリーな活動をしようとする人材の育成と援助。

【資金面での支援 :43件 】
・会費、募金での活動に限界があるので、長期、恒常的な支援の制度があれ

ばと考える。

・イベントでなく、恒常的な活動に対する助成金があればいいと思う。

・NPOに 対し企業等が寄付したら税金の控除が容易にできるようにしてほ

しい。

【情報発信支援 (行政の積極的な情報発信含む):48件 】
・活動イベントの案内、スケジュール表などがあり、参加希望などを募集して

ほしい。

・若い世代、現役世代への情報提供 とボランティア募集、大規模全市的な年 1

回の市民活動団体が一堂に会する市民へのアピールイベン ト開催などをお

願いしたい。

・一般市民がNPOと は何ぞや、どんな活動をしているかを知る機会が少ない

のではないか。

【支援全般 :4件 】
・活動に対しての応援、援助をしてほしい。広報、会場の提供、後援など。
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【団体問 口団体と行政の交流 口連携支援 :20件 】
。「町内会、自治会等の地縁団体」に協力できることがあれば協力したいが、

そのニーズを知る機会があまりない。「地縁団体」の情報発信を一工夫すれば、

NPOと のコミュニケーションのきっかけが生まれるのではないか。

・団体と団体をもつと積極的につなげるコーディネー トを真にお願いしたい。

新しい団体が活動の場を広げるためにも手助けしていただけるとありがた

い 。

・関係団体との情報交換 ・交流ができるような場所があればいいと思う。例え

ば商店街の一部等の場を無償で貸してもらえるなど。

【その他 (行政への要望 口意見、現状の説 明な ど):gs件 】

・市民活動団体と行政が、行政が行つている業務を仕分けし、行政が行わなく

てもよい業務を市民活動団体に業務委託してほしい。

・NPOも 資金不足で専任者を置けず、市役所職員の派遣 (1年 間、2年 間)

が必要だ。

・お役所感覚からの脱出、支援というより協働でまちづくりをしていくという、

意識が市役所本庁のすべての部、課で醸成されることを心から願っている。

・市民活動、まちづくり推進の原点は、各団体が自分の住む町内会に所属して

いるかどうか、そこが出発点になっていなければならない。
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